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環境課題をテーマとした教科横断型紙芝居教材の開発とその活用法
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　要旨 : 平成 21年度文部科学省教育協力拠点形成事業として、環境教育隊員等からの要望が特に
多かったコンポスト、地球温暖化、森の保全及び生物多様性という環境問題をテーマとし、1つの























































































































教育を目的にしたものと ( 図 9)、2. 啓発を目的とし
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図 10. コンポスト教材の利用法 -住民啓発を目的
６．おわりに
　今回の教科横断型教材は、派遣中 JOCV 教員への支
援教材として開発、作成されたものである。しかしな
がら、地域にとらわれない教材集として、派遣先だけ
ではなく、ここ日本での教育現場、あるいは地域にお
ける環境課題に関する学習教材としても十分に対応で
きると考えている。
　今後は紙芝居教材から発展できるアクティビティ集
を開発していく等、より一層の充実化を図っていきた
い。
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の一環として、JICA の三好直子様（環境教育技術顧
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素材クリップ 住民啓発を目的
 
今回は「ごみの分別はどうして必要
なのか？」についてお話します。まず、
ごみの種類について考えてみましょ
う。皆さんが日頃捨てるごみはどの
ようなものですか？ 家庭から出る生
ごみの他、剪定された枝もあります
ね、他には空き缶や、乾電池、ガラ
スやプラスチックもありますね。 と
ころで、昔々、みなさんのご先祖様
は一体どんなふうにごみを捨ててい
たでしょう？そうですね、ポイって
そこら中に投げ捨てていました。そ
してそのゴミはいつの間にやら消え
ていました。どうしてでしょうか？
 
土の中には目に見えない沢山の生き
物がいて、それらが食べていたので
す。 
 
土の中には目に見えない沢山の生き
物がいて、それらが食べていたので
す。 
 
その生き物は、ご先祖様が投げ捨て
たごみをきれいに平らげ、そして植
物が生い茂り、植物は大いなる実り
をもたらし、ご先祖様はその実りを
いただき、自然は完全な調和で保た
れていました。
 
しかし。土の中の目に見えない沢山
の生き物たちは、空き缶だったり、
乾電池だったり、ガラスやプラスチッ
クだったりといった人工的につくら
れたものを食べることができないの
です。　食べ残したものはどうなる
でしょうか？　そうです。土に残っ
たまま、山積みされていく一方です。
又、いくつかのものは長い時間放置
したままですと有害な毒素が発生す
ることもあり、大変危険です。
 昔のように自然の大いなる恵みをこ
れからいただくためにも、人工的に
つくられたものと、自然からのもの
としっかり分別していきましょう。
